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1  ボランティア活動の活発化

第1章でみてきたように,近年,我が国では労働時間の短縮や心の豊かさを重視する傾向等の価値観の多様
化が著しい。これに伴い,増加した余暇時間を活用し,家庭や地域における充実した生活を送ることへの関
心が高まっている。ボランティア活動への参加意識の高まりも,こうした傾向の現れと考えられる。

ボランティア活動者数を正確に把握することは困難であるが,社会福祉法人全国社会福祉協議会が把握し
ているボランティア活動者の数をみると,平成元年で約390万人となっており,特に近年の増加が目立って
いる。

ボランティア活動者数

また,総理府の「長寿社会に関する世論調査」(平成3年9月調査)によると,20歳以上60歳未満の者のうち,現
在ボランティア活動に参加している者が5.6%であるのに対し,高齢期になったら参加したいと答えた者は
21.2%と4倍近くに上っており,今後,ボランティア活動に参加する者はさらに増えていくと考えられる。

保健・福祉分野のボランティア活動をみる前に,ボランティア活動の現状についてみてみよう。
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2  ボランティア活動とは

本来,「志願者」,「有志者」という意味を持つ「ボランティア(volunteer)」という言葉は,私たちの日常生
活の中で何の違和感もなく使われている。

ボランティア活動について考えるとき,最初にぶつかるのは,ボランティア活動とは何かという問題であ
る。一般的には,「自発的な意思に基づき他人や社会に貢献する行為」を指してボランティア活動といわ
れており,活動の性格として,「自主性(主体性)」,「社会性(連帯性)」,「無償性(無給性)」等をあげる意見
もある。しかし,一方で,町内会ぐるみで行われる活動や学校ぐるみで児童,生徒が行う活動にもボランティ
アという言葉を使っている。また,近年,ボランティア活動を行い実費や交通費,さらにはそれ以上の金銭を
得る活動を「有償ボランティア」と呼んでいる例もある。ボランティア活動の形態は,活動者やサービス
の受け手の意識の変化などに応じて変わるものと考えられる。

このように,ボランティア活動について明確な定義を行うことは難しいが,ここでは便宜的に「自発的な意
思に基づいて他人や社会に貢献する活動」として論述を進めたい。

これからボランティア活動に参加したと考えるあなたへ

ボランティア活動を始めるきっかけは様々である。

自分のそばに困っている人がいてその人を助けているうちにという場合もあれば,自治会や子供の学校のPTAの活動の延長でと
いう場合もあるだろう。また,友人や同僚に誘われて始めたという人もいるだろう。

どのような活動を行うかも様々である。

趣味を活かして社会福祉施設で料理の腕をふるったり,洋裁の技術を使って障害者に動きやすい服を作ってあげるのもいい。ま
た,理髪業の人が施設で行う理容ボランティアなど自分の仕事の延長線上で活動を行うのもいい。ボランティア活動とは意識せ
ずに活動している場合もあるだろう。近所の1人暮しの高齢者のところに遊びに行き,楽しく話相手になることも立派なボラン
ティア活動といえる。

ボランティア活動は,特別なグループに入らなければできないものではなく,難しい知識や技術を習得しなければできないもので
もない。身近な問題,興味のある問題に自分のできるやり方で取り組めばいいのである。

大事なことは,考えてばかりいないでまず始めてみること,始めた後は無理をしないこと,楽しんでやること,自分自身のためにな
るということを忘れないことである。

保健・福祉分野のボランティア活動を始めようとする人で,何から始めたらいいかわからないという人は,とりあえず都道府県や
市区町村の社会福祉協議会に設置されているボランティアセンターに行ってみることをお勧めする。

きっと,あなたに合ったボランティア活動を紹介してくれるだろう。(都道府県及び指定都市のボランティアセンターの住所・電
話番号は次のとおり)
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3  ボランティア活動の意味

ボランティア活動が,参加した個人の自己実現や自己啓発にとって意義深いものであることはもちろんで
あるが,その社会的な意味も大きく広がりつつある。

高齢化や核家族化が進展し,女性の社会進出が増加する一方で,地域社会の連帯意識が希薄になり家庭機能
が弱体化しつつある。このような状況の下で,ボランティア活動は,特定の他人への奉仕にとどまらず,社会
の連帯の強化という役割も果たしつつある。つまり,一方的に奉仕し又は奉仕されるものではなく,国民が
互いに支え合うもの,誰もが奉仕する側にもされる側にもなりうるものなのである。例えば,一般的には
サービスの受け手と考えられがちな高齢者であっても,元気なときにはサービスを提供する側として,友愛
訪問などのボランティア活動に参加することが可能である。

ボランティア活動事例(1)(高齢者のボランティア活動)

埼玉県富士見市で昭和57年に発足した「藤の実会」は,現在,65歳から79歳までの高齢者10名からなるボランティアグループで
ある。

「藤の実会」では,同市の社会福祉協議会の一室で,月2回手芸品作りを行っている。作品は同市が主催する子供フェスティバル
や同市社会福祉協議会が主催する福祉まつりの模擬店で販売され,収益は社会福祉施設建設のための基金や心身障害者授産施設
に寄附され,残りは会の活動資金に充てられている。また,敬老の日には寝たきり老人とその介護者に手紙を添えて眼鏡立てなど
の小物をプレゼントし,クリスマスには障害児通園施設にプレゼントをするなど交流を行っている。

さらに,「藤の実会」は,昭和63年に,同県新座市の高校のボランティアクラブが手芸品作りを通じて社会福祉施設への慰問を行
うため手芸を教えてくれるボランティアグループを捜していることを知り,富士見市社会福祉協議会の紹介により,このクラブで
手芸指導を始めた。「藤の実会」では,同校の学園祭に参加し,クラブのメンバーとともに人形作りの実演を行っているほか,手紙
のやりとりをするなど高校生との交流を深めている。
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4  ボランティア活動の変化

ボランティア活動の領域や活動者,活動形態は徐々に変化してきた。

活動内容については,児童や障害者,高齢者等を対象とした福祉活動を中心としていたものが,地域づくりや
文化・伝承活動,国際交流,自然保護活動などへと多様化しつつある。

活動者については,学生や勤労青年を中心としていた時期から主婦や退職者を中心とする時期へと移って
いる。

活動形態については,自然発生的な活動を中心としていたものから,小規模なグループ,さらにはグループの
組織化が進められてきている。また,最近では,ボランティア活動を援助するマスコミや行政との関わりを
深める動きも目立ってきている。
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5  ボランティア活動の領域

平成2年9月に行われた全国社会福祉協議会の「全国ボランティア活動実態調査報告」(以下「実態調査」
という。)では,全国のボランティア活動を目的として結成されているグループ約1万(活動者数36万人)及
びグループに所属せずに活動を行っている個人約2万人について,活動領域等の調査を行っている。

ボランティアの活動領域
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1  保健・福祉サービスを提供するボランティア活動

実態調査によると,ボランティア活動のうち明らかに保健・福祉サービスの提供を内容とするものとして,
「介助等のボランティア」,「手話・点訳等のボランティア」及び「医療・保健・衛生のボランティア」
がある。

「介助等のボランティア」は,清掃,家事等の身の回りの介助や給食・配食サービス等の食事サービス,外出
介助サービスといったサービスを提供するボランティアである。

「手話・点訳等のボランティア」は,手話通訳や朗読サービス,点字・点訳サービスを行うボランティアで
ある。

「医療・保健・衛生のボランティア」は,健康づくりやリハビリテーションの指導・介助などを行うボラ
ンティアである。

ボランティア活動事例(2) (休職サービスボランティア)

那覇市の首里地区では,独居老人に対して暖かい夕食を届けようとの趣旨で,特別養護老人ホーム大名(おお
な)と地域のボランティアグループが協力し,毎週1回給食サービスを行っている。

同地区では,昭和56年より惣菜業者に調理と運搬を委託するという方法で給食サービスが開始されたが,昭
和61年4月からボランティア活動を組み込んだ現在の方法に改められた。

給食サービスは次のような仕組みで行われている。まず,毎週木曜日に,特別養護老人ホームの職員が特養
の厨房設備を利用して調理し(調理ボランティア),それをボランティア活動者がランチジャーに盛り付け
る(盛り付けボランティア)。盛り付けた食事を別のボランティア活動者が10か所の配達拠点に届ける(運
搬ボランティア)。配達拠点(スーパー,美容室,雑貨店等)ではそれぞれの経営者が食事を預かり(預かりボ
ランティア),さらに別のボランティア活動者がそこから個々の老人宅へ届ける(配食ボランティア)。

食事は毎回35食分ほどが用意され,費用は共同募金の配分から支出されている。また,運搬ボランティアに
は首里地区の個人タクシーの運転手10名で構成するボランティアグループ「かざぐるま会」が,盛り付け
ボランティア及び配食ボランティアには近隣の主婦等が参加している。

配食の際には,老人の話し相手になっているほか,地域によっては1人の老人宅に数人の老人を集め,一緒に
食事をし,民謡を聞くなどして楽しいひとときを過ごしている。
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2  その他のボランティア活動

そのほか,近年多くみられるボランティア活動として,「環境美化ボランティア」がある。廃棄物対策の柱
の1つであるリサイクルは環境美化ボランティアの活動抜きには考えられない。今後,住民運動としての活
動の広がりが期待される。

また,「募金活動」,「相談・交流」及び「災害救援・献血・献体」についても広い意味では保健・福祉ボ
ランティアと考えることができるほか,「国際交流」の一環として海外で保健・福祉分野の活動を行うも
のもある。

こうしてみると,ボランティア活動においては,保健・福祉分野に関するものが多いことが分かる。
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3  民生委員等

民生委員・児童委員等は,地域の住民の生活状態を把握し,相談に応じ,援助や指導を行うほか,行政機関に
協力し業務の遂行を助ける活動を名誉職等として行うものである。実費弁償としての活動費を支給され
ているが,ボランティア活動を行う者と考えることができる。

今後,地域における民間福祉活動の推進のためにその役割はますます重要性を増すものと考えられる。
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1  ボランティア活動の評価

(1)  奉仕の精神に対する評価

どのような形であれ,ボランティアの本質には他人への奉仕という考え方がある。したがって,ボランティ
アについては,何よりもまず他人のために役に立とうという気持ち,すなわち奉仕の精神が評価されるべき
である。 

(2)  ボランティア活動に参加することの評価

具体的なボランティア活動を評価するに当たっては,提供されるサービス面での評価も重要であるが,それ
以上に活動が社会全体に与える効果や活動者自身への影響を積極的に評価していくべきである。

保健・福祉分野のボランティア活動は,次のような点で評価できると考えられる。

ア  参加により社会連帯が強化されること

ボランティア活動の多くは,自分が住む地域の問題に目を向け,共に豊かな地域社会をつくり上げていくた
めの活動である。地域における人間関係が希薄になる中で,ボランティア活動が人と人とのつながりを強
固なものとし,相互扶助の精神の醸成やコミュニティの再形成に資するという効果があることは見逃せな
い。 

イ  活動者自身を豊かにすること

ボランティア活動の経験者の中には「思いやりの気持ちが深まった」,「世間への見方が広がった」,「福
祉に対する理解が深まった」,「人間性が豊かになった」など視野の拡大や自己の成長という点から活動
を評価するものが多い。

ボランティア活動の多くは,職場や学校といった自分の日常活動の場所とは異なるところで,時間や労力を
提供する行為である。このため,新たな視点を養うことや新しい人間関係のネットワークを広げること,自
己実現の契機となることなど自分自身を豊かにすることが期待できる。さらに,その結果として,ボラン
ティア活動を通じて活動者の中に福祉の心が育まれるという効果も大きい。
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過去にボランティア活動をしたいことがある者が,活動を行ってよかったと思ったこと(複数回答)

ウ  保健・福祉サービスを提供する側の気持ちを理解できること

多くの場合,我々はサービスを利用する立場になることで,初めて保健や福祉に接することになるが,利用者
の視点からだけではサービス提供に伴う苦労や困難は分からない。ボランティア活動を通じてサービス
提供に参加する経験が,将来利用者となったときにサービス提供者の気持ちを理解し,サービスの利用を円
滑にすることに役立つ。 

エ  介護者となったときの備えになること

高齢化の進展した現在においては,我々の誰もが家庭で親や配偶者の介護を行う可能性を持っている。ボ
ランティア活動に参加し,サービス提供者と利用者の関係を知ることや福祉サービス提供のノウハウを体
得することが,家庭で介護を行う場合に役立つ。

このように,ボランティア活動への参加は,活動者自身,さらには社会全体に対し様々な形で好ましい影響を
与えるものといえる。
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2  ボランティア活動により提供が期待されるサービス

次に,提供されるサービスという側面からボランティア活動をみてみよう。

公的施策と比較してみると,公的施策は,サービスの需要に対応して,明確な責任の下で確実なサービスの提
供を行うものであるが,ボランティア活動は,参加する者が可能な範囲でサービスを提供するものであり,そ
のサービスには自ら限界がある。

それでは,ボランティア活動により提供が期待されるサービスとはどのようなものであろうか。

(1)  ボランティア活動により提供されているサービス

一般的に,ボランティア活動により誰でも提供できるサービスとしては,専門性や高度の技術が必要とされ
ないものやサービスの継続性,定期性が厳しく要求されないものが考えられる。

このようなサービスとしては,例えば,高齢者の単独世帯に声をかけて安否の確認を行うことや,病院等に花
を飾ること,買物の介助や留守番等の家事援助サービスなどが考えられる。

また,専門性や技術を伴うサービスであっても,資格を有する活動者や訓練,トレーニングを積んだ活動者に
より,ボランティアという形でサービスの提供が行われているものもある。看護婦等の資格を持つボラン
ティア活動者により提供される看護サービスや手話通訳,点字・点訳サービスなどがこれにあたる。 

(2)  公的サービス等との連携

ボランティア活動では,どのようなサービスを提供するかは活動者自身が決めることである。

ただ,ボランティア活動が参加者のできる範囲でサービスを提供するものである以上,ボランティア活動だ
けでは,公的サービスや民間サービスなどの専門的なサービスと比べて,提供できるサービスの範囲に限界
があることは事実である。むしろ,ボランティア活動だけでサービスを提供するのではなく,公的サービス
等といっしょに活動することにより,専門的,効果的なサービスの提供が可能になる場合がある。具体的に
は,社会福祉施設で施設の職員といっしょになってサービスを提供することやホームヘルパーと連携をと
りながら在宅の高齢者等に対してサービスを提供することなどが考えられる。
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1  ボランティア活動を提供するためのイメージづくり

ボランティア活動の登録者数は年々着実に増加しているが,ボランティア活動に対する関心の高さや活動
希望者の数と比べて,実際の活動者はそれほど多くないのではないかという意見もある。

その原因は,「時間がない」などの個人的な理由だけでなく,ボランティア活動の持つイメージ,すなわち,
ボランティア活動に参加する人やそれを利用する人は特別な存在であるというイメージにもあるのでは
ないかと思われる。

参加を希望する者が参加しやすいボランティア活動とするためには,次のようなイメージづくりが必要で
あろう。

ボランティア活動に対する意向と活動経験の有無
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(1)  自分のためになるボランティア

ボランティア活動への参加経験を持つ者が参加後の感想として「自己実現」や「視野の拡大」をあげる
場合は多いが,参加の動機として自己実現等をあげる者はそれほど多くない。

ボランティア活動は他人や社会に奉仕する行為であるが,同時に自分の力を活かし,自己を実現する行為で
ある。ボランティア活動が自分自身を成長させるという側面を評価し,「自分のためになるボランティ
ア」というイメージを作りだすことが必要である。

過去にボランティア活動をしたことあるものが,活動を始めた動機(複数回答)
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(2)  楽しく参加できるボランティア

ボランティア活動に参加しようとする者は,余暇時間を割いて活動を行う場合が多い。「楽しく参加でき
るボランティア」というイメージを定着させることにより,参加のきっかけをつかみやすくすることが重
要である。 

(3)  利用しやすいボランティア

住民の間にボランティア活動によるサービスを利用しようという意識が広がらないとボランティア活動
は成立しない。特別な人が利用するものという考えや家の中をのぞかれることへの抵抗感から,ボラン
ティア活動によるサービスの利用を躊躇することがあるといわれているが,ボランティアが相互扶助の仕
組みであることについて理解を深め,「利用しやすいボランティア」というイメージを作りだすことが必
要である。
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2  ボランティア活動者層の拡充

近年のボランティア活動者を年齢別にみると40歳以上が多数を占めており,また,職業別では主婦や定年退
職者が多くなっている。

ボランティア活動者の年齢と職業

社会連帯の強化という観点からは,特定の年齢階層や職業の人だけでなく,あらゆる人々がボランティア活
動に参加することが望ましい。今後,特に,学生をはじめとする若年層やサラリーマンの積極的な参加が期
待される。
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3  ボランティア活動を有意義なものとするために

ボランティア活動に参加するかどうか,どのような活動に参加するかといったことは,活動者自身の問題で
あるが,参加したいと思う者が参加しやすく,また,その場合の活動が活動者自身のみならず,ボランティア
活動によるサービスの受け手にとっても有意義なものとなるためには,次のような点に留意することが望
まれる。 

(1)  活動者のグループ化

活動者の中には,1人で活動したいと思う者もいればグループとしての活動を希望する者もいる。一人一人
の活動者が活動できる頻度は限られているが,同じ活動を行う者同士でグループを作ればグループを拠点
として活動の継続性や定期性が確保されるほか,情報交換等を通じてサービス提供の機能を高めることが
できるものと考えられる。活動の自主性を損なわない範囲で,グループをつくることが望まれる。

なお,ボランティアグループの中には新しいメンバーを受け入れないとしているものもあるが,新たに活動
をはじめようとする者に参加の機会が提供されるよう開かれた組織とすることが重要である。 

(2)  情報センター機能の強化

ア  情報センターの設置

ボランティア活動を有意義なものとするためには,ボランティア活動に参加したいと思う者に活動の場を
提供し,ボランティア活動によるサービスを利用したいと思う者にボランティア活動者を紹介するという
機能,すなわち活動希望者と利用希望者の橋渡しを行う情報センターの機能が必要である。情報センター
では,このような仲介機能以外にも,

1) ボランティアに関する地域住民の意識の啓発

2) ボランティア活動によるサービスの受け手の積極的な把握

3) ボランティアグループや活動者同士の交流の機会の提供

4) ボランティアグループのリーダーの養成や訓練

5) ボランティア活動者に対して資金援助等を行う助成財団等との連絡窓口

などの機能を担うことが期待される。
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イ  社会福祉協議会の役割

特に,保健・福祉ボランティアについては,社会福祉協議会の果たす役割が大きい。社会福祉協議会は地域
の実情に応じた住民の福祉の増進を目的とする社会福祉法人であり,中央,都道府県及び全国の市区町村の
各段階に組織されている。すべての都道府県社会福祉協議会及び約1,800の市区町村社会福祉協議会に設
置されているボランティアセンターは,情報センターの機能を果たしており,今後,一層の機能強化を行う必
要がある。 

(3)  活動しやすい環境づくり

ア  ボランティア活動によるサービスを受ける側等の配慮

ボランティア活動を一層活発なものとしていくためには,活動者が活動しやすい環境をつくることが重要
であり,サービスを受ける側等にこのための配慮が望まれる。例えば,社会福祉施設において活動しようと
するボランティア活動者に対しては,施設側が活動のための場所を提供するなどの便宜を図ることが必要
である。 

イ  ボランティア保険への加入

ボランティア活動中には,活動者自身やサービスの利用者がけがをしたり物を壊したりといった事故が起
こる可能性がある。このような事故に備え,傷害や賠償責任を保障するボランティア保険に加入しておく
ことが,安心してボランティア活動に参加し活動を継続する上で重要である。実態調査によると,個人やグ
ループで活動するボランティアの多くがすでにボランティア保険に加入しているが,すべての活動者,グ
ループの加入が望まれる。 

(4)  ボランティア活動への参加に対する評価の実施

ボランティア活動への参加者の励みとするためには,ボランティア活動に参加したことを評価する仕組み
を設けることが有益な場合もあると考えられる。企業の中には,第6章で触れているように,ボランティア
活動を行う従業員を表彰したり,業績評価の中に加えているところもある。また,学校教育の中で,ボラン
ティア活動への参加を評価することなども考えられる。

もっとも,こうした評価がボランティア活動の強制につながることがないように,評価の仕組みを導入する
各主体においては慎重な配慮を行う必要がある。
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4  行政の対応

ボランティア活動が及ぼす好影響を評価し,行政としても積極的にこれを支援していくことが必要であ
る。ただし,行政がボランティア活動に関与する場合は,活動者の自主性を尊重し,それを側面から支援する
という姿勢が必要である。

厚生省では,従来から青少年や主婦,サラリーマンなどが地域や企業を通じて行う多様なボランティア活動
を広く支援している。

(1)  ボラントピア事業

昭和60年度から,ボランティア活動の基盤となる人的・物的条件を整備し,自主的な活動が展開されること
を目的とした「ボラントピア事業」が実施されている(平成3年度174か所)。具体的には,市区町村の社会
福祉協議会にボランティア活動推進協議会を設置し,住民に対する啓発活動やボランティアスクールの開
催,ボランティアの登録・斡旋,情報提供,活動場所の確保などを行っている。 

(2)  学童・生徒のボランティア活動普及事業

また,昭和52年度からは,若いうちから社会福祉の現場に触れ,福祉に対する理解と関心を深めるため,小中
学校及び高等学校の学童・生徒を対象として「学童・生徒のボランティア活動普及事業」が実施されて
いる(同4,640校)。同事業では,協力校を選定し,協力校で地域の実情に合わせて行われる社会福祉施設への
訪問・交流などの体験学習や赤い羽根共同募金などの社会福祉関係行事への参加等に対して援助を行っ
ている。 

(3)  ふれあいのまちづくり事業

さらに,平成3年度からは,ボラントピア事業の実施等によりボランティア活動の基盤整備が進められてい
る市区町村で「ふれあいのまちづくり事業」が実施されている(同100か所)。同事業では,社会福祉協議会
が実施主体となり,福祉に関する住民の相談に応じ,また,ボランティア活動者をはじめ様々な人が参加し
て,地域の実情に即した創意と工夫によるサービスを提供することにより,地域福祉の推進に努めている。 

(4)  その他

そのほか,ボランティアに対する認識と理解を深めていくためには,学校,家庭,地域などでボランティア活
動の普及を進めることが重要である。特に,学校教育をはじめ,各方面において福祉に関する教育の一層の
充実が望まれる。
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